
隠岐大峯山風力発電所の民間企業への譲渡について 

１．隠岐大峯山風力発電所の概要 

     ・所在地 隠岐の島町西村大峯山山頂 

・施 設 最大出力 600kW×３基（現在２基） 

・H16.2.1 運転開始／建設事業費 8.4 億円 

・３号機は増速機が故障し、修理費用の回収が見込めないためH29．10 撤去 

２．民間企業からの譲渡申し入れ 

    隠岐大峯山風力３号機跡地付近に大型風車の建設を計画する民間企業より、この計画の 

一環として、企業局に対し既存１・２号機を一元管理したい旨の譲受要望あり 

３．経営の状況 

運転開始以降、雷や乱流等、離島特有の厳しい気象条件による想定以上の被害により 

修繕費用が増加し、Ｒ元年度末で▲5.8 億円の累積赤字 

       FIT 単価の終了（R6.5）や施設の老朽化に伴い修繕費が増加し、今後も単年度収支は 

     赤字基調が続く見込み 

４．企業局としての方針 

現時点で民間企業に一定の売却代金で譲渡することが経営上有益と判断し、譲渡に向

けて手続きを進める 
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